
経営会議の内容 

件 名 健康都市プログラムの策定について 

所 管 部 政策部 

日時・場所 平成２１年５月２９日（金）１５：５５ ～ １６：３５  政策会議室 

出 席 者 

市長、副市長、教育長、病院長、市長室長、政策部長、総務部長、市民経済部長、

環境農政部長、健康福祉部長、こども部長、文化スポーツ部長、街づくり計画部長、

都市施設部長、病院事務局長、消防長、教育部長、議会事務局長、財政課長、総合

政策課長、総合政策課総合政策担当係長 

提 出 理 由 健康都市推進の重点施策を編成し、全庁に周知したいため 

会議経過 

【主な意見等】 

・総合計画の７つの基本目標と、健康都市プログラムの５つのリーディングプロジ

ェクトとの関係において、人、まち、社会の３つの健康を関連付けると分かりや

すくなると思う。 

・市民参加が重要だと思うが、市民へのＰＲをどのように考えているのか。 

（所管部）人、まち、社会の健康については、検討したい。 

推進していくためには、行政だけではできない。関係団体等とも協力し

ながら進めていきたい。 

・リーディングプロジェクトを動かすのは行政の担当部である。政策部の役割はど

のようになるのか。 

（所管部）事業の実施については所管課で行うが、市民にＰＲしていく調整は政

策部が行う。 

・個別のプロジェクトにおける活動などは、政策部では把握できない。担当部の協

力が欠かせない。動かしていく方法を研究して欲しい。 

・テーブルフォートゥーなど庁舎内で実施しているものが、プログラムに掲載され

ることに違和感を覚える。 

（所管部）テーブルフォートゥーについては、各企業でも実施している。現在の

取り組みを全市に広げていこうという考えである。 

・推進組織と所管課との整理は。 

（所管部）推進組織は、プログラム見直しなど、各種事業は所管課が実施してい

く関係になる。具体的な部分については、今後、つめていく。 

・プロジェクトによって、事業の数にバラツキが出ると思うが。 

（所管部）今回のプログラムをひとつのきっかけとして進めていきたい。 

バラツキについても今後、改善していきたい。 

・それぞれの事業を推進していくための既存の組織もあるため、系統建てて整理し

ておく必要がある。 

・取り組み項目は固定か。増やしてもよいのか。 

（所管部）今後、調整していくことになるため、効果的であれば増やしていくし、

逆に削除もありえる。 

・財政的に厳しい。事業の実施にあたっては、できるだけ予算をかけない形で取り

組んでいきたい。 

会議結果 案のとおり進めていく 

 


